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　富山県では中小企業向けに様々な施策や融資を実施しています。本号では、県及び関係機関の主
要施策と融資制度を抜粋して紹介します。

創業を考えている方への支援

創業・ベンチャー挑戦応援事業

1．対象者
　県内で1年以内に創業予定又は創業後３年
以内の中小企業者等
2．内容
　新規性・独自性のある事業計画の実施につ
いて必要な経費の一部を助成
3．補助率・補助限度額
⑴　補助率
　　1/2以内
⑵　補助限度額
　　製造業・建設業2,000千円、その他の業
種（卸小売サービス業等）1,000千円
4．お問い合わせ
　富山県新世紀産業機構
　中小企業支援センター TEL 076‒444‒5605

プラン公募型起業家誘致事業
（とやま中小企業チャレンジファンド）

1．対象者
　県外在住の創業者（県内で1年以内に創業
予定又は創業後3年以内の中小企業者等）
2．内容
　県内での新規性及び成長性のある独創的な
商品・ノウハウ・アイデアなどを活用した新
商品・新サービスの研究開発及びその事業化
について必要な経費の一部を助成
3．補助率・補助限度額
⑴　補助率
　1/2以内
⑵　補助限度額
　　製造業・建設業2,000千円、その他の業
種（卸・小売・サービス業等）1,000千円

4．お問い合わせ
　富山県新世紀産業機構
　企画管理課  TEL 076‒444‒5600

若者・女性・シニア創業チャレンジ支援事業

1．対象者
　県内で1年以内に創業予定又は創業後3年
以内の中小企業者等
2．内容
　若者・女性・シニアのアイデア等を活かし
た事業計画の実施について必要な経費の一部
を助成
3．補助率・補助限度額
⑴　補助率
　　1/2以内
⑵　補助限度額
　　製造業・建設業2,000千円、その他の業
種（卸・小売・サービス業等）1,000千円

4．お問い合わせ
　富山県新世紀産業機構
　中小企業支援センター TEL 076‒444‒5605

インキュベーション施設の提供事業

1．対象
　新事業分野や研究開発に取り組む企業等
2．内容
　情報通信環境を整備したオフィススペース
を低廉な家賃で提供
3．お問い合わせ
　富山県産業創造センター TEL 0766‒26‒5151
　富山県総合情報センター TEL 076‒432‒1116
　富山県産業高度化センター TEL 0766‒62‒0500
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新事業展開を考えている方への支援

職業能力開発に関する支援

ビジター対応ビジネス支援事業
（とやま中小企業チャレンジファンド）

1．対象者
　北陸新幹線の開業、外航クルーズ及び台北
便就航等交通基盤の拡充に関連して行う新商
品・新サービスの開発等を行う中小企業及び
中小企業者のグループ
2．内容
　新商品開発、新サービス提供等に要する経
費の一部を助成
3．補助率・補助限度額
⑴　補　助　率　1/2以内
⑵　補助限度額　1,000千円
4．お問い合わせ
　富山県新世紀産業機構
　取引設備支援課 TEL 076‒444-5602

トライアル発注認定制度
（新事業分野開拓事業者認定事業）

1．対象者
　新商品・新サービスの開発によって新たな
事業分野の開拓を図るベンチャー企業、中小
企業者等
2．内容
　当該事業者の新商品・新サービスを県が認
定し、随意契約で率先して調達、利用後の意
見をフィードバック
3．お問い合わせ
　富山県商工労働部経営支援課
　金融係 TEL 076‒444‒3248

とやま新事業創造基金 地域資源ファンド

1．対象者
　本県の特色ある地域資源を活用した商品開
発等を行う中小企業者
2．補助率・補助限度額・期間
⑴　補　助　率　１/２以内
⑵　補助限度額　6,000千円
⑶　期　　　間　平成29年12月末まで

（※募集は平成29年5月15日締め切り）
3．お問い合わせ
　富山県商工労働部
　経営支援課 TEL 076‒444‒3249
　富山県新世紀産業機構
　取引設備支援課 TEL 076‒444‒5650

とやま新事業創造基金 農商工連携ファンド

1．対象者
　新商品開発等に取り組む中小企業者と農林
漁業者との連携体等
2．補助率・補助限度額・期間
⑴　補助率　2/3以内
⑵　補助限度額　8,000千円
⑶　期間　平成30年12月末まで
3．お問い合わせ
　富山県商工労働部
　経営支援課 TEL 076‒444‒3249
　富山県新世紀産業機構
　取引設備支援課 TEL 076‒444‒5650

２

３

在職者の能力向上に対する支援

1．支援メニュー及び内容
⑴　スマートものづくり人材育成事業
　　技術者の改善・創意工夫の意識を定着さ
せるための研修を実施
⑵　高度技能人材育成研修
　　熟練技能者等の活用により、中小企業在

職者のものづくり技能の向上を図る研修を
実施

⑶　能力開発セミナー（通年）
　　県が予めメニューを作成するレディメイ
ド型訓練、企業ニーズに応じ実施するオー
ダーメイド型訓練を実施

⑷　ものづくり自動化支援人材育成講座（レ
ディメイド型：10月～2月実施、オーダー
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メイド型：通年）
　　工場等の自動化を支援する人材の育成
ニーズに対応した多様な短期研修講座を実
施
⑸　グローバル人材育成講座（レディメイド
型：9月～12月実施、オーダーメイド型：
通年）
　　ものづくり企業の海外展開を担う人材の

育成ニーズに対応した多様な短期研修講座
を実施。

2．お問い合わせ
⑴・⑵
　富山県商工労働部
　職業能力開発課 TEL 076‒444‒3259
⑶～⑸
　富山県技術専門学院 TEL 076‒451‒8802

技術開発を考えている方への支援

デザイン開発を考えている方への支援

４

５

ものづくり研究開発支援事業
（とやま中小企業チャレンジファンド）

1．対象者
　新商品・新技術の研究開発等による競争力
強化の取り組みを行う中小企業者及び中小企
業者のグループ
2．内容
　新商品・新技術の研究開発に要する経費の
一部を助成
3．補助率・補助限度額
⑴　補助率　 1/2以内
⑵　補助限度額　2,000千円
4．お問い合わせ
　富山県新世紀産業機構　
　産学官連携推進センター TEL 076‒444‒5607

富山県総合デザインセンターによる支援

1．対象者
　デザインを活用した商品開発に取り組む中
小企業者
2．内容
⑴　デザイン開発支援
　　施設設備の利用、商品化や商品開発の相
談、共同商品開発

小さな元気企業応援事業
（とやま中小企業チャレンジファンド）

1．対象者
　小規模企業における次のいずれかの要件を
満たす新商品・新技術開発等
・2社以上の小規模企業の連携によるもの
・商工団体の経営指導等を受けた事業計画に
よるもの

2．内容
　新商品・新技術開発等に要する経費の一部
を助成
3．補助率・補助限度額
⑴　補助率　 1/2以内
⑵　補助限度額　500千円
4．お問い合わせ
　富山県新世紀産業機構
　中小企業支援センター TEL 076‒444‒5605

⑵　デザイン人材育成　
　　各種研修等（CAD/CAM、グラフィッ
ク関連ソフトの操作等）

⑶　デザイン情報発信
　　ライブラリーの開放、企画展、機関紙の
発行

3．お問い合わせ
　富山県総合デザインセンター

TEL 0766‒62‒0510
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知的財産権等に関する支援６

知的財産権等に関する支援

1．対象企業
　特許、実用新案、意匠、商標等について知
りたい、相談したい中小企業者
2．内容
⑴　相談等
⑵　情報提供
⑶　特許検索指導
　　特許情報プラットフォームの活用など、
特許情報検索に必要な基礎知識から活用の
仕方まで助言

⑷　特許流通支援（特許流通コーディネーター）
・企業、大学、研究機関等の保有する特許の
移転・導入を支援

・県内企業に対する開放特許の移転・導入支
援、特許流通に関する相談・指導

⑸　講演会・講習会の開催
3．お問い合わせ
・各商工会議所・商工会（「知財駆け込み寺」
相談窓口）

・富山県発明協会（⑴～⑶、⑸）
TEL 0766‒27‒1150

・富山県知的所有権センター（⑴、⑵、⑷）
TEL 0766‒29‒1252 

外部の専門家を活用したい方への支援

企業再生を考えている方への支援

７

８

専門家派遣事業

1．対象
　経営革新等を行い経営の向上を目指す意欲
のある県内の中小企業者又は創業予定者
2．内容
　登録専門家が企業を訪問し、財務 ･経営 ･
技術など経営課題に対して助言
3．お問い合わせ
　富山県新世紀産業機構
　中小企業支援センター TEL 076‒444‒5605

中小企業再生支援協議会

1．対象
　企業再生を考えている方
2．内容
　窓口相談の実施や対応策のアドバイス等専

エキスパートバンク事業

1．対象
　県内の小規模事業者をはじめとする中小企
業者
2．内容
　企業の体質改善 ･強化の問題について、専
門家が直接訪問し具体的 ･実践的に指導 ･助
言
3．お問い合わせ
　県内各商工会議所・商工会

門知識を持ったスタッフが再生の取組みを支
援
3．お問い合わせ
　富山県中小企業再生支援協議会
　（富山県新世紀産業機構内）
 TEL 076‒444‒5663
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ガラス運搬で好機つかむ

　大学卒業後、都内の商社に勤
めていましたが、立ち上がって間
もない高岡地区陸運事業協同組
合からの誘いを受けてUターン
し、再就職しました。右肩上が
りの時代で、さまざまな経営者
と接するうちに、「いつか自分も」
と起業する気持ちが芽生えたの
です。後押ししてくださる人との
ご縁もあり、昭和63年、高岡市
で三陽陸運を設立し、社員５人
で始動しました。バブルのピーク
は過ぎていましたが、運送業界
はまだしばらく伸びていたことが
幸いでしたね。
　富山県は全国的にもガラスの２
次加工メーカーさんが多いので
すが、当時アルミメーカーさんの
勢いが強い中で、ガラス運搬を

．高岡地区陸運事業協同組合の
職員から転じて創業された経
緯についてお聞かせください。

けでしょう。
　高齢化、人口減少の波は運送
業界にも押し寄せています。10
年ほど前からドライバーの平均年
齢がどんどん上がり、当社は40
代で若い方ですが、50歳を超え
ている業者は少なくありません。
取引先も５年後10年後の製品運
搬を真剣に心配されています。
　労働時間が多いにも関わらず
賃金が少ない運送業界ですが、
ヤマト運輸さんの動きをきっかけ
に待遇改善の動きも出始めてい
ます。当社では業界に先駆けて、
待遇改善への取り組みを本格化
させる方針です。仕事の効率化
はもちろん、運賃の値上げや業
務内容などの見直しを図ります。
加えて、再雇用です。現在65歳
以上の社員が８人います。新車１
台約1,500万円するトラックで数
百万円の商品を運ぶわけですか
ら、長年培った技量やノウハウを
生かしたいですし、健康であれ
ば、決して無理をしない、させな
いことを前提に、働いたらいいと
いうのが私の考えです。

担う業者が不足しており、これも
ご縁があってガラス運送に参入し
ました。コツコツ続けて４～５年
たったころ、旭硝子さんの物流を
担うAGCロジスティクスさんから
声が掛かり、仕事を請けるように
なったのです。これをきっかけに
取引先や運搬範囲が広がって、
経営も安定していきました。現在
はAGCロジスティクスさんの北陸
エリア担当のような位置付けです。

待遇改善や人材活用に力

　繊細なガラスの運搬は工夫が
必要でコスト高な上に、積み下ろ
しにも非常に神経を使いますし、
危険度も高い。当社では、エア
サスペンションのトラックをいち早
く導入するなどして対応してきま
した。運送事業の売上の７割を
ガラスが占めており、ここまで特
化しているのは県内では当社だ

．運送業にはどのような姿勢で
取り組んでいらっしゃいますか。

経営者に聞く

ガラス運搬の経験、知識、縁を生かし
リサイクル事業でさらなる成長を期す
昭和63年の創業以来、ガラスに特化した運送で業績を上げてきた三陽陸運。近年はガラス運搬を通じて
得た経験や知識、つながりを生かし、廃ガラスのリサイクル事業や人工大理石の再資源化にも取り組んで
います。特にガラスの軽量発泡資材は土木資材や園芸用品などとして需要が増しており、生産を強化してい
ます。創業者の矢野隆三社長に、運送業から異業種に参入した経緯や、今後の展開についてお聞きしました。

ガラスに特化した運送を手掛けている三陽陸運の本社営業所（左）と廃ガラスを利用した軽量発泡資材（右）

三陽陸運株式会社 

代表取締役社長  矢野　隆三 氏
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向けの副資材として有効と判明し、
研究開発を進めています。少しず
つですが光が見え始めています。
　リーマンショック直後に落ち込
んだ運送事業をリサイクル事業
が補って赤字を免れるなど、相
乗効果が大きいです。工場を持
つ運送会社としてドライバーの意
識も向上しているようです。
　運送事業は関東エリアでの業
務拡大に向けて、３年前に設立
した営業所を発展させて拠点と
なる新会社を設立する計画です。
　来年、創業30周年を迎えます。
社員100人を超える企業に成長し
た今、若手には創業者になったつ
もりで奮起してほしいと伝えていま
す。たとえ規模が小さくなっても
何か一つ強みを残し、100年200
年と存続する企業が目標です。

心癒し体鍛える渓流釣り

　３～９月は渓流へイワナやヤマ
メを釣りに出掛けます。富山県は
車で１時間も走れば山の中に入れ
る、最高の場所です。特に５～６
月は美しい新緑が広がり、剱岳を
望む景色も格別。自然の中をゆっ
くりと自分のペースで歩くことはい
い運動にもなりますしね。釣果が
あれば自分でさばいて刺身にした
り、焼いたり、骨酒を作ったりします。

．お忙しい中でどのようにリフレッ
シュをはかっておられますか。

防犯砂利としてヒット

　廃ガラスを利用した軽量発泡
資材を開発した沖縄の経営者を
兄から紹介され、訪ねたことが
始まりでした。軽くて水はけがよ
く、熱や薬品にも強い資材は多
用途展開が見込めそうでした。
長年ガラスに携わってきたので受
け入れやすかったですし、何より
自社でモノを作って販売するとい
う製造業に魅力を感じました。
　早速プロジェクトを発足し、富山
県経営支援課や富山県中小企業
団体中央会、富山県新世紀産業
機構の支援で約６千万円の融資を
受けて、平成15年、当時小矢部市
にあった本社敷地に工場を建てて
製造を開始。それに伴って本社機
能は現在の射水市に移転しました。
　当初は軟弱地盤工事などに使
用する軽量盛土材として営業攻
勢に出ていましたが、土木工事
の受注は波があって安定した収
益が出せず、３～４年は地獄の
日々でした。たまたま運送事業
が好調だったため、何とか持ち
こたえましたが、それがなければ
とっくに手を引いていたでしょう。
　そこへアイリスオーヤマさんか
ら、強度と軽さに着目した防犯・

．ガラス運搬から参入した、ガ
ラスのリサイクル事業が伸び
ているそうですね。

防草の砂利としての引き合いがあ
りました。テレビ番組で何度か取
り上げられたことで、じわりと売
れ始めてから10年余り、改良を
重ねながら、強大な販売網に乗っ
て受注を増やし続け、今年はさ
らに増産する計画です。今やリサ
イクル事業の主力製品です。厳し
い要求、難しい提案もありました
が、絶えず応えていったことが信
頼に結びついたのかもしれませ
ん。当社の技術力や提案力もお
かげで向上し、新たな着色技術
の開発にも成功しました。
　土木向けには比重をさらに小さく
改良した製品を投入し、販路拡大
を図る方針です。水質浄化としての
利用や珪藻土メーカーさんとの協業
など新たな可能性も広がっています。

挑戦続く人工大理石事業

　平成23年から人工大理石の再
資源化事業も手掛けています。
ガラス輸送でつながりのある大手
商社系列のセラミック原料メー
カーさんの要請を受けてスタート
しました。破砕して焼成するとい
う工程こそガラス発泡資材と同じ
ですが、熱に強い上に硬いセラ
ミックは扱いが難しく、良い成果
を出せていません。ただ、再資
源化したものが鉄鋼メーカーさん

．将来を見据えどのような方向
を目指していらっしゃいますか。

プロフィール
やの・りゅうぞう
昭和22年10月31日、新湊市生まれ。
41年、富山県立新湊高校卒業、45年、
中央大学経済学部を卒業後、専門商
社を経て、47年、高岡地区陸運事業
協同組合に入職。53年、事務局長に
就任、63年３月、退職後、三陽陸運
有限会社を創業、代表取締役社長に
就任。平成14年、株式会社へ組織変更。
平成18年、高岡地区陸運事業協同組
合副理事長、27年、大門企業団地協
同組合理事に就任、現在に至る。



― 36 ―

組合紹介

富山個人タクシー協同組合さんよりこんにちは

　タクシーの営業形態は、タクシー会社が運転手を雇用して営業するいわゆる法人タクシーと、運
転手自身が個人事業者として営業する個人タクシー（正式には1人1車制個人タクシー事業）が存
在します。富山市内では83台の個人タクシーが許可を得て営業をしており、台数では富タク（富山
交通）に次ぐ規模となっています。
　今回は、富山市内の個人タクシー事業者で組織する富山個人タクシー協同組合を紹介します。

◆組合のあゆみ
　　昭和45年3月、県内で最初の個人タク
シーとして5名に営業免許が交付されたのが
富山での個人タクシーの始まりです。富山個
人タクシー協同組合はその翌年の昭和46年10
月に旧富山市内の19名により設立され、組合
設立から2年後の昭和48年1月には、県立中
央病院の近くに現在の組合事務所を建設し現
在に至っています。組合員数は平成9年の
ピーク時に89名を数えましたが、現在は若干
減少して83名となっています。主な共同事業
としては、無線配車事業、チケット事業、燃
料や自動車用品などの共同購買事業、教育情
報提供事業、福利厚生事業などを実施してい
ます。

◆安全への取組み
　運転者の健康起因の事故や運転手を狙った
犯罪の増加などもあり、タクシー業界に対し
ては、安全運転に加え運転手の健康管理、防
犯対策などが求められています。このような
ことから組合では安全や防犯などをテーマと
した研修を、自動車事故対策機構（ＮＡＳＶ
Ａ）や警察、運輸局などの協力を得て、毎年
実施しています。
　そのほか、組合員向けの定期健康診断の実
施や、法律で定められているアルコール検査

のための機器の配布なども行っています。ま
た、上部団体が認定する優良個人タクシー事
業者認定制度（マスターズ制度）の普及を推
進するなど、安心して個人タクシーを利用で
きるよう様々な取り組みを実施しています。

◆今後の展開
　法人・個人を問わず、運転手の高齢化がタ
クシー業界全体の課題となっています。また、
個人タクシー事業者として独立する場合は、
運輸局が実施する試験に合格したうえで、新
規の許可を得るか、既存の事業者から事業の
譲渡譲受の認可を受ける必要があります。こ
のようなことから組合では、個人タクシーの
独立希望者を対象とした事前試験講習を昨年
度より実施するとともに、既存組合員からの
事業の譲渡譲受をサポートしています。この
取組みにより、若手の参入を促進し組合員の
円滑な若返りを図っていきたい考えていま
す。

◆組合概要
　組合名称　富山個人タクシー協同組合
　設　　立　昭和46月10月25日
　所 在 地　富山市長江新町1丁目1番22号
　理 事 長　鳥養　光憲
　組合員数　83名
　TEL　076‒424‒1635　　FAX　076‒424‒3479

県立中央病院の近くに立地する組合事務所

営業車を用いた防犯講習の様子
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元気印青年部・女性部

第32回中小企業団体青年部富山県大会を開催

組合女性部・女性経営者等セミナーを開催 落語からコミュニケーションを学ぶ

富山県中小企業青年中央会

富山県中小企業レディース連絡会

　富山県中小企業青年中央会（富山ＵＢＡ）は、3月3日㈮、ホテルグランテラス富山（富山市）
において、第32回中小企業団体青年部富山県大会を開催しました。
　第1部の組合青年部活動発表では、富山県管工事業協同組合連合会青年部の松下光信副部長と富
山県精密機械工業協同組合若葉会の梅田雄一朗会長がそれぞれの青年部活動について発表しまし
た。
　続く第2部の基調講演では、京都大学大学院経済学研究科の岡田知弘教授が「『地方創生』時代
における中小企業・小規模事業者の取り組み」をテーマに講演しました。講演の中で岡田氏は、「歩
いて行ける圏内がそもそもの地域の始まりであ
り、その枠組みを改めて見直さなければならず、
そのような地域経済の主体は中小企業・小規模事
業者である。地域内での取引網を強化し地域内循
環をすることで地域住民の生活向上につながる。」
と述べました。
　第3部の交流会では、大橋豊富山県商工労働部
次長らの来賓を迎え、出席者による懇親を深めま
した。

　2月24日㈮、富山流通会館（富山市）において、平成28年度第3回組合女性部・女性経営者等セ
ミナーを開催しました。
　今回のセミナーでは、フリーアナウンサーで社会人落語家の安野家仁楽斎としても活躍されてい
る牧内直哉氏を講師に迎え、「落語から学ぶコミュニケーション術」をテーマに講演いただきました。
講演の中で牧内氏は、「日常生活やビジネスの現
場でも人と円滑なコミュニケーションをとってい
くことは重要である」と述べ、「必要最低限の会
話だけでなく雑談や他愛もない会話をしながら、
話し方や間の取り方など、相手の様子を見ながら
工夫していくことが重要である。」と落語を例え
に説明しました。
　また、牧内氏からは、短めの落語と長めの落語
の2つの演目をご披露いただいきました。 セミナーの様子

講師の岡田知弘教授
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組合だより
HACCPに基づく「総合衛生管理製造過程」の承認を受ける

国宝釈迦三尊像を伝統技術で再現

となみ乳業協業組合

伝統工芸高岡銅器振興協同組合・井波彫刻協同組合

　となみ乳業協業組合は、平成29年3月9日付で、厚生労働省より総合衛生管理製造過程の承認を
受けました。総合衛生管理製造過程承認制度はマル総とも呼ばれ、欧米を中心に義務化が進んでい
るHACCP の考え方を取り入れた厚生労働省の承認制度で、乳のほか乳製品、清涼飲料水、食肉
製品、魚肉練り製品、レトルト食品などが対象となっています。
　組合では、昨年3月から具体的な取り組みをはじめ、富山県砺波厚生センターや全国乳業協同組
合連合会から専門的な指導を受け、設備の改良や従業員教育を進め、11月に申請書を提出し、今年
3月に乳（牛乳）の分野では県内で2例目となる承認を受けました。
　となみ乳業協業組合は、昭和45年に原乳の加工と乳製品の製造の協業化を目的に設立され、「ま
ると牛乳」のブランド名で地元産の生乳を用いた牛乳や乳製品を学校給食や小売店向けに製造販売
しています。組合では、これを機に品質面での差別化を図るとともに、国で検討されている全食品
事業者へのHACCPの義務化にも対応していきたいとしています。

　高岡銅器と井波彫刻の伝統技術と3Ｄプリンターなどの最新技術で複製・再現された「釈迦三尊
像」が3月10日㈮～3月20日㈪にウイングウイング高岡（高岡市）で一般公開されました。
　再現像は、東京藝術大学が計測・解析した3次元データを元に3Ｄプリンターで樹脂製の原型を
作成、その原型を元に伝統工芸高岡銅器振興協同組合が青銅の像を鋳造し、井波彫刻協同組合が木
製の台座を制作したもので、東京藝術大学が仕上げと着色を行いました。
　このプロジェクトは、高岡銅器の鋳造技術と、井波彫刻の彫刻技術を活用して、奈良・法隆寺の
「釈迦三尊像」（国宝、7世紀）の再現を目指したもので、東京藝術大学と高岡市、南砺市などでつ
くる協議会が平成27年度から取り組んできました。

一般公開された釈迦三尊像の再現像 関係者によるトークイベントの様子

砺波駅の南側に立地する組合の工場 承認を受けた牛乳の製造ライン
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議長の委任状行使について

組合Q＆Ａ
　このコーナーでは、日ごろ中央会へ多く寄せられる事業協同組合等の運営に関する質問について
回答とともに紹介します。

　私たちは日頃から、電気に囲まれて生活しています。家の照明からテレビ、
洗濯機、冷蔵庫に電子レンジなど、電気は、私達の生活になくてはならないも
のとなっています。
　電気を使った道具の中で私が最近使用しているものに、インパクトドライ
バーというものがあります。仕事で使用するのではなく、もっぱら日曜大工、
いわゆるＤＩＹを楽しむ際に使用しています。どこかのテレビ番組で紹介されるような、素敵なリ
フォームを夢見て毎週コツコツと挑戦していますが、これがなかなか難しいものです。
　事務局勤務を始めてから、電気工事士の方と接する機会が増え、色々な電動工具がある事を知り
ました。ハンマードリル、バンドソー、ディスクグラインダー、電気タッカーやホットエアガン、
紹介しようと思ったらきりがないくらいです。そのどれもが、いざという時に持っていると、すうっ
と痒いところに手が届くような、快適な作業の手助けをしてくれます。
　電動工具に興味を持つようになり、仕事で電気工事士の方と会う度、その方の腰に巻きつけられ
た電動ドライバーやニッパーなど、いわゆる腰道具に目がいくようになりました。話を聞いてみる
と、電気工事士の方々は毎日使う腰回りの工具に強いこだわりを持っているとの事。自分に最も
フィットしたものを探し求めて、いろいろ試した結果、最終的に「コレだ！」となったものを使っ
ているそうです。腰道具は、電気工事士の個性、独特のこだわりの塊なのかもしれませんね。

富山県電気工事工業組合
業務担当　森田　一生

総会の議長は、委任状を受けられるか。

　中小企業等協同組合法第52条第3項の規定により、議長は議決
権を有しないため、委任状による議決権の行使はできない。

事務局ペンリレー
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中央会いんふぉめーしょん

　平成29年3月17日㈮、本会及び全国中小企業団体中央会は、革新的なサービス開発・生産
プロセスの改善を行うための中小企業者が実施する試作品の開発や設備投資等を支援する平
成28年度補正「革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金」の採択結果を公表しま
した。当地域事務局での採択先は以下のとおりです。

【採択企業一覧】（受付番号順）

•センダン電子㈱
•㈱マスオカ
•㈱ミズノマシナリー
•㈱富山県義肢製作所
•㈱インターテック富山
•アイティ経営コンサルタント㈱
•金谷工業㈱
•熊谷㈱
•㈱本堂精工
•㈱エイト
•ケーズメタル㈱
•㈱サン計装
•東洋ゼンマイ㈱
•エムエスパッケージ㈱
•上坂建設㈱
•㈲トナミメタル
•㈱魚津清掃公社
•泉製作所
•㈲鍋田自動車
•㈱北陸ヨシナカ
•㈲大山技研
•いおざき印刷㈱
•㈲能島工機
•㈲シマタニ昇龍工房
•㈱フェイス
•㈲金森鉄工所
•㈲石黒種麹店
•㈱石金精機
•㈱柿里
•立山縫製工業
•㈲テー・シー・富山

•㈲ワークスサトウ
•㈱エフズ・クローバー
•㈱和光
•㈱興和
•㈲長澤製作所
•富山スガキ㈱
•宇田種苗店
•㈱北山物産
•㈱能作
•㈱クリエイトダイス
•竹林堂分家
•立山化成㈱
•㈱インディオ富山
•立山堂餅店
•㈱ケイアンドエム
•旭鉄筋㈱
•㈲魚津鈑金
•明興工業㈱
•㈲泰栄農研
•㈲古瀬鉄工所
•アイ・ディック㈱
•㈱ウエノ
•三啓ニット㈱
•サクラパックス㈱
•㈱ナカバン
•㈱ハナガタ
•西田工業㈱
•明太化成㈱
•㈲山勝
•㈱パティスリーサクライ
•㈲雲根

•中林畳商会
•㈱アヴァス
•㈱高山鉄工所
•㈲惣万精機
•㈱青木鉄工所
•㈱中尾清月堂
•㈱テック・ダイ
•㈲正美創作
•㈱立山科学センサーテクノロジー
•北陸アルミニウム㈱
•銀盤酒造㈱
•㈲坂井精機
•大幸商事㈱
•㈱イーシステム
•㈱三恵メタル
•日伸精螺㈱
•日伸精機㈱
•㈲月世界本舗
•鷹栖建工㈱
•Ｓ・ＣＡＳＴＥＭ㈱
•㈲いちばん
•㈲吉川鉄筋
•㈱桐谷
•泉洋化工㈱
•㈱マーカーワークス
•日本エレテックス㈱
•南部白雲木彫刻工房
•㈱ケィ・ディック

平成28年度補正「革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金」
富山県地域事務局からは90件を採択
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協会けんぽ富山支部と健康づくり推進で連携協定を締結

吉野家ＨＤ安部修仁会長による特別講演会を開催

　3月21日㈫、本会は全国健康保険協会富山支部（協会けんぽ富山支部）と「企業の健康づくり推
進に向けた相互連携に関する協定」を締結しました。締結式は、富山商工会議所ビルで行われ、本
会の高田順一会長と協会けんぽ富山支部の松井泰治支部長が出席して行いました。
　この協定により、中小企業で働く方の健康づくりに関して相互に連携・協力することとしており、
本会では、協会けんぽが実施している健康企業宣言の普及、健康診断の受診促進や生活習慣病の予
防及び健康づくりなどを推進する予定です。

　本会は、3月7日㈫、富山国際会議場（富山市）において、株式会社吉野家ホールディングス会
長で“ミスター牛丼”と呼ばれた安部修仁氏を招き、「吉野家Ｖ字回復の軌跡～同じ方向を共有す
る組織づくり～」をテーマに特別講演会を開催しました。
　講師の安部会長からは、会社更生手続きから再建に向けた組み、ＢＳＥ問題による牛丼販売の一
時停止から再開など吉野家の挑戦と克服の歴史のほか、プレゼンスを高めるためのビジネスモデル
の確立や事業承継・世代交代に向けたリーダー養成について説明されました。
　本講演会は、協同組合富山県ハイウェイサービスセンターとの共催で開催し、中小企業の経営者
ら約70名が受講しました。

協定書を手にする高田会長（左）と松井支部長

講師の安部修仁会長　

両代表が署名した協定書

講演会会場の様子
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情報提供　伝統工芸高岡漆器協同組合

ほっと一息

漆は生き物。

長時間、日光や蛍光灯
にさらしたり、食器乾
燥器・電子レンジなど
に入れての急激な温
度、湿度の変化は禁物
です。

普通の汚れなら
水洗いだけでも大丈夫。
油汚れの場合は、台所
用の中性洗剤を薄めて
使ってください。だた
し、長時間の水のつけ
置きは痛みの原因にな
ります。

柔らかい布で。

室内調度品等のちりや
ほこり、また食器や汁
器等の水気は、漆器を
傷めないため柔らかい
布で拭きとってくださ
い。
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■個人情報保護委員会からのお知らせ
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■富山県からのお知らせ

　富山県では、県内中小・小規模企業の人材育成への支援を強化するため、これまで実施してきた「富
山県中小企業大学校」のカリキュラム等を大幅に見直し、今年度から「とやま中小企業人材育成カ
レッジ」として開講いたします。中小企業の経営者、管理者等を対象としたリーズナブルで質の高
い人材養成研修を提供いたしますので、社員研修や管理者研修に幅広くご活用ください。

平成29年度 とやま中小企業人材育成カレッジ 受講生募集！

◎リニューアルのポイント
①　（独）中小企業基盤整備機構との連携　
　・中小企業大学校瀬戸校の校外研修を富山で開催（平成30年1月17日～19日）
　・ノウハウを活用し、ハイレベルな研修を実施
②　研修体制の拡充
　・経営後継者・幹部養成のための長期コースでは、経営者の「知識」と「マインド」を体系的に身
につけるカリキュラムを構築しました。

　・管理者等の資質向上を図る短期コースでは、組織マネジメント、ものづくり、税務・営業・マー
ケティングなど、それぞれの分野で必要とされる能力を効果的に身につける最適な研修を提供し
ています。

■短期コース（7～9月実施分）※10月以降も、ものづくり、マーケティングの研修などを実施します。
　「自分とチームを成長させるための対話力」
　　7/19㈬、20㈭（2日間）　　　　定員30名　受講料 9,600円 申込締切　7/10㈪
　「生活現場改善の進め方」
　　8/23㈬、24㈭、30㈬（3日間） 定員30名　受講料14,400円 申込締切　8/10㈭
　「財務分析の考え方・進め方」
　　9/5㈫、6㈬（2日間）　　　　定員30名　受講料 9,600円 申込締切　8/25㈮

◆問合せ：富山県商工会連合会　経営支援課（TEL076－441－2716）

※研修会場は、両コースとも富山県中小企業研修センター（富山市赤江町1－7）です。
　ただし、長期コースの宿泊研修は、いこいの村磯波風（富山市婦中町細谷1－2）で行います。
　宿泊研修費用13,000円／日は別途ご負担ください。　
※申込方法、研修の詳細などは、ホームページをご確認ください。（詳しくは、 ）

開催日 時間 研修科目
6/27㈫ 9：30～17：00 開講式・オリエンテーション、経営課題の確認
7/4㈫、5㈬※宿泊研修 9：30～16：30 研修目的の確認、リーダーとしての「マインド」醸成
7/19㈬、20㈭ 9：30～16：30 コーチング技法による組織強化
8/1㈫、2㈬、9㈬ 9：30～16：30 知的財産管理、リスクマネジメント、税の基礎知識、企業倫理・CSR他
8/22㈫ 9：30～16：30 フォローアップ①　［経営者「マインド」の醸成①］
9/5㈫、6㈬ 9：30～16：30 財務管理の考え方・進め方
9/26㈫、27㈬※宿泊研修 9：30～16：30 財務状況を踏まえた企業戦略
10/11㈬、12㈭ 9：30～16：30 マーケティング戦略
10/26㈭ 9：30～16：30 フォローアップ②　［経営者「マインド」の醸成②］
11/7㈫、8㈬※宿泊研修 9：30～16：30 「マネジメントゲーム」～戦略的発想の強化～
11/16㈭、17㈮ 9：30～16：30 ロジカルシンキングを用いた経営戦略の策定
11/21㈫ 9：30～16：30 研修総括と今後の取組み作成

■長期コース　
6月27日㈫～11月21日㈫の期間中　全21日間　定員25名　受講料75,600円 申込締切　6月16日㈮　

とやま中小企業人材育成カレッジ 検索
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北陸
〒920-0031 石川県金沢市広岡3-1-1 金沢パークビル10階

URL  http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html

●将来、「廃業」「役員退任」等が生じたときに共済金を受け取れます。
小規模企業共済は、「小規模企業経営者のための退職金制度」です。

加入し、掛金を毎月積み立てておけば、現役引退後の安心した生活設計が図れます。






